
令和２年度 小樽支部活動報告 

研究主題 

心豊かに学び、達成感を感じる体育活動の創造 

１ 研究の概要 

全国体力・運動能力調査の結果から本道の子どもたちは体格で全国平均を上回っており、

小樽市においては、全道平均をも上回っている。体力の面においては、小学校５年生で、

全国平均を上回り、他の学年においても全国との差が縮まってきている。 

学校体育においては、生涯体育・スポーツと健やかな体をはぐくむことを目指し、児童・

生徒が進んで、運動に親しむ習慣や能力、意欲、態度を身に付け、生涯にわたり明るく生

活を営むための基盤づくりを行う指導を充実することが大切である。 

そこで本研究会では、研究主題を「心豊かに学び、達成感を感じる体育活動の創造」と

し、本市の体力の現状及び学習指導要領の趣旨を踏まえ研究を進めることとした。 

また、子ども達の体力の向上を図るためには体育授業を中心とした指導方法の工夫改

善を行うことや児童・生徒が進んで体を動かせる環境づくりを進め、学校の教育活動全体

を通じた指導の充実が不可欠である。また、小中が連携して指導の継続性や系統性を押さ

えた指導が重要でありこの点を踏まえた研究を目指すこととした。 

 

２ 今年度の研究の取組 

(1)研究授業の実施 

＜授業研究の視点＞ 

①主体的・対話的で深い学びの創出 ②関心・意欲の向上と達成感の感受 ③体力の向上 

 

３ 今年度の研究の実際（公開研究授業） 

日時 １１月１０日（火） 場所 小樽市立菁園中学校 授業者 本庄 昌宏 教諭 

 単元名 器械運動「マット運動」 

 単元の目標 

⑴ 動画を撮影するなど、仲間と協力し、より良い動きを目指して課題解決へ向けるこ

とができる。【主体的に学習に取り組む態度】 

⑵ 確認することにより、自己のイメージと実際の動きとの違いに気付くことができる。

【知識・理解】 

⑶ 体を動かす楽しさや喜びを味わう中で、自己に合った技を見付け、工夫し、運動に

親しむことで継続して取り組むことができる。【思考・判断・表現】 
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４ 研究の成果と今後の課題 

予定されていた研究授業とは異なるかたちでの実施となったが、当研究会の研究仮説

に合わせる形で授業を構成、参観することができ、大変意義深い公開授業となった。 

成果として、 

①「課題解決へ向けた主体的・対話的で深い学び」 

・個々が自己に合わせた技の選択と積極的に取り組む主体的な学び 

・タブレット等の動画を活用したグループでの対話的で深い学びの場の創出 

② 種目の特性に触れる授業づくり 

・習得した技の確認と発表へ向けた技の構成（組み合わせ） 

・考えた演技について、仲間への発表と交流（アドバイス） 

③ 体力の向上を意図した授業 

・グループごとでの活動場所の確保と活動時間の保証 

・交流をスムーズ・コンパクト化する学習カードの工夫 

５ 次年度への展望 

今年度はコロナ禍で小樽市教育研究会の中止が続き、来年度の活動についても見通し

が立っていない状況である。今後の状況次第ではあるが、現状、教員が直接意見交換や研

究協議を行う環境が整っていないので、次年度も同じ状況であればオンラインでの意見

交換会などを企画し、課題の解決へ向けたい。 


